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・バックライトは本体からの電波を受信するまで点灯し、消灯。

・      が消灯し、ドアを解錠したことを表示。 
  （ドアロックハーネスの配線有無に関係なく、リモコンの操作状態を表示します。）

・    が電波を受信していることをアニメーションで表示。その後受信電波
  強度を表示し、消灯。

リモコンからの電波を本体が受信し、ドアを解錠します。ステップ

ドアを解錠する

警報機を動作させないでドアを施錠した場合（35ページの操作）の解錠操作です。

ステップ 本体からの電波をリモコンが受信すると「ドアロックを解除しました。」と発声します。

・      が操作したリモコンNo.を表示し、消灯。

液晶画面

 マナーモード時は、音を発しません。

【液晶画面】

受信アニメーション表示

「ドアロックを解除しました。」と発声し、ドアを解錠したことを
お知らせします。

【リモコン】

ドアを解錠したときの車両側表示は、下表の通りです。

【液晶画面】・バックライトが点灯（緑色）。     

・    が電波を送信していることをアニメーションで表示。

 マナーモード時は、音を発しません。

「パッ」と鳴り、ドアの解錠操作をしたことをお知らせします。【リモコン】

送信アニメーション表示

液晶画面

ステップ リモコンの RST ボタンを「パッ」と音が鳴るまで押します。

サイレン

クッ 1回吹鳴1回点滅 （配線時のみ）

ホーン（選択）ハザード

リモコンのエラー表示について

リモコンのエラー表示は、下表の通りです。指示に従って対処して下さい。

液晶画面

エラー音

エラー表示 対     処

「ブブブブブッ」

エラー音

バイブレ
ーション
   動作

「ブルッ_ブルッ_ブルッ」

エラー音

バイブレ
ーション
   動作

「ブルッ_ブルッ_ブルッ」

バイブレ
ーション
   動作

「ブルッ_ブルッ_ブルッ」

近くで同じ周波数（429MHz帯）が使用されています。
しばらくしてから、もう一度操作して下さい。

と  が交互に点滅表示。キ
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液晶画面

「ブーブー」

リモコンと本体の通信が出来ていません。

・車に近づいて操作してみて下さい。

・電源配線（赤コード、黒コード）が確実に接続されて
  いるか確認して下さい。

・IG線（黄コード）が確実に接続されているか確認して
  下さい。
　IG線（黄コード）が未接続あるいは車両のアース線に接続され

　ていると、本体は常時エンジン停止状態と判断し、本体を取り
　付けてから約14日間でスリープモード2に入ってしまいます。
　この場合は、一旦メインコネクター（A1）を本体から外して
　スリープ解除して下さい。

・電源配線先を変えてみて下さい。配線先によっては
  電源容量不足により通信動作が不安定になる場合が
  あります。特に、ハザードハーネスの電源配線を同一の
  場所へ配線すると容量不足の原因となりますのでお止
  め下さい。

・本体のMODEスイッチ1の10「リモコン登録」がONに
  なっていないか確認して下さい。

・14日間エンジンを始動しない場合は、本体がスリープ
  モード（バッテリー保護機能）に入っているため、通信
  出来ません。

   ①警報機を動作させている場合（スリープモード1）
　　一度ドアを開け、警報させてから操作して下さい。  

   ②警報機を停止している場合（スリープモード2）
      エンジンキーにて、エンジンを始動してから操作して下さい。

・車のバッテリーが弱っていないか確認して下さい。

と   が交互に点滅表示。
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「ブーブー」

エラー音

バイブレ
ーション
   動作

「ブルッ_ブルッ_ブルッ」

「ブーブー」

リモコンの操作を本体が受け付けていません。

・エンジン駆動中は、警戒ON操作を本体が受け付け
  ません。

・本体のMODEスイッチ2の2「EGS機能設定」がONに  
  なっていないか確認して下さい。

・7日間連続で警報機を動作させた場合、本体が省エネ
  モード（バッテリー保護機能）に入っているため、警報
  機の停止／再動作・警報履歴の確認・ドアの再施錠・
  エンジン始動／停止（エンジンスターターキット（別売）を

  接続の場合）以外のリモコン操作を本体が受け付けませ
  ん。一度リモコンで警報機を停止またはドアを開け、
  警報させてから操作して下さい。

と   が交互に点滅表示。
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液晶画面 － リモコンの操作設定にない操作を行っています。
もう一度操作内容を確認してから、操作して下さい。

特にボタン操作する際の短押し／長押しの間違いに
ご注意下さい。
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